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Fig. 1.  Three-phase interleaved LLC symmetric resonant converter
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Fig. 2.  Photograph of proposed LLC symmetric resonant converter.
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２．セル選択式バランス回路
Fig. 1にDual Active Bridge (DAB)コンバータを用いた交流加熱機能付き4セル用セル選択式バランス回路を示す。本回路ではセル電圧ばらつきを解消するセルバランスモードと，放電容量の低下を抑制するための交流加熱モードを有する。
セルバランスモードでは，スイッチング周波数を数百kHzとし，セル選択スイッチにより電力分配されるセルを選択する。加えてDABコンバータの位相シフト制御による双方向の電力伝送により，セル間の電圧ばらつきを解消する。
[bookmark: _Hlk21533227]交流加熱モードでは，スイッチング周波数を数kHzとし，スイッチングレグQ1L–Q1Hのみ駆動する。漏れインダクタンスLkg，励磁インダクタンスLmg，コンデンサC1，C2，C3による共振を利用し交流電流を生成する。また，デューティを調整し定電流特性を示す電流不連続モードで動作させる。

３．シミュレーション解析
バランスシミュレーションでは，4セル直列構成を40 mFのコンデンサを用いて模擬し，スイッチング周波数は100 kHzとした。結果をFig. 2に示す。セル電圧ばらつきは時間経過と共に解消されバランス回路としての動作を示した。
交流電流生成シミュレーションでは，各セルに4 Vの電源を用い，スイッチング周波数は1.7 kHz，共振周波数は4.2 kHz，デューティは0.4とした。結果をFig. 3に示す。セル選択式バランス回路内で共振電流irを生成し，バッテリ電流ibに交流電流を与えたことから，提案する交流加熱手法の有用性を示した。

４．まとめ
DABコンバータを基礎とするセル選択式バランス回路を利用した交流加熱手法を提案した。交流電流生成シミュレーション解析より，提案交流加熱の有用性を示した。今後は，試作回路を用いた交流加熱実験を行う予定である。
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